
令
和
の

躍
進
は

よ
り
一
層
ので

邁
進
し
ま
す！

顧
客
第
一
主
義
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取
締
役

笠
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夫
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外装一式工事が本格化！
安心して住まうための必需品！
マンション管理組合の財政難など５団体が現状報告

　
天
皇
陛
下
が
正
式
に
即
位

し
、「
よ
う
や
く
令
和
ら
し
く

な
っ
た
な
あ
」
と
思
う
間
も

な
く
、
令
和
元
年
も
暮
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
一
年
の
躍
進
を
振
り

返
れ
ば
、
六
月
に
は
笠
井
輝

夫
社
長
自
身
の
二
冊
目
の
著

書
と
な
る
『
昭
和
と
平
成
を

翔
け
抜
け
令
和
へ
』（
写
真
）

を
上
梓
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
平
成
十
二
年
十

月
の
躍
進
設
立
を
前
後
と
し

て
、
平
成
に
お
け
る
「
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
笠
井
輝
夫
」
の
歩

み
を
は
じ
め
、
同
二
十
四
年

十
一
月
に
発
症
し
た
脳
内
出

血
と
、
同
二
十
六
年
十
二
月

に
見
つ
か
っ
た
肝
臓
癌
を
克

服
し
た
笠
井
社
長
の
闘
病
記

を
掲
載
し
た
も
の
で
す
。
新

時
代
の
幕
開
け
に
ふ
さ
わ
し

く
、
笠
井
社
長
の
思
い
の
丈

が
披
露
さ
れ
た
一
冊
で
す
。

　
そ
し
て
、
笠
井
社
長
は
こ

の
本
を
上
梓
す
る
に
あ
た
り
、

「
令
和
の
時
代
は
よ
り
一
層

の
顧
客
第
一
主
義
で
あ
る
べ

き
だ
」
と
、
改
め
て
肝
に
銘

じ
ま
し
た
。

　
す
べ
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
は

「
ま
ず
顧
客
あ
り
き
」
で
す
。

何
事
も
お
客
さ
ま
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
。

　
そ
し
て
、
お
客
さ
ま
の
ニ

ー
ズ
を
掴
み
、
そ
れ
に
す
ば

や
く
的
確
に
応
え
る
こ
と
が

躍
進
の
使
命
責
務
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
お
客
さ
ま
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
お
困
り
ご
と

な
ど
が
あ
れ
ば
、
そ
の
解
決

の
た
め
一
心
不
乱
に
邁
進
す

る
こ
と
が
「
令
和
の
躍
進
の

顧
客
第
一
主
義
」
で
す
。

　
そ
れ
に
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
お
客
さ
ま
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、
誰
よ
り
も
ど
こ
よ

り
も
早
く
的
確
な
商
品
・
サ

ー
ビ
ス
を
お
届
け
で
き
る
よ

う
に
、
会
社
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
が
第
一
義

と
心
得
て
お
り
ま
す
。
明
く

る
令
和
二
年
も
ど
う
ぞ
躍
進

に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
も
、

健
康
的
な
食
事
を
取
っ
た

り
、
眠
っ
た
り
で
き
、
今

後
の
計
画
を
立
て
ら
れ
ま

す
。

　
二
、リ
カ
バ
リ
ー（
回
復

力
）：
悲
惨
な
出
来
事
が

起
き
た
直
後
は
呆
然
と
し
、

眠
れ
な
か
っ
た
り
仕
事
が

で
き
な
か
っ
た
り
す
る
が
、

し
ば
ら
く
す
る
と
元
に
戻

り
ま
す
。

　
三
、ク
ロ
ニ
シ
テ
ィ（
慢

性
化
）：
危
機
的
状
況
が

慢
性
化
し
悪
化
し
ま
す
。

ク
ロ
ニ
シ
テ
ィ
は
即
く
い

止
め
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に

変
革
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
は

「
困
難
が
起
き
て
も
大
丈

夫
な
自
分
」
を
構
築
す
る

力
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
れ
は
、
目
の
前
の

難
局
に
め
げ
る
こ
と
な
く
、

こ
れ
を
乗
り
越
え
、
か
つ

て
の
姿
に
戻
す
と
い
う
よ

り
、
そ
れ
以
上
に
な
っ
て

復
活
す
る
力
の
こ
と
で
す
。

こ
の
能
力
は
誰
に
で
も
備

わ
っ
て
い
る
も
の
で
、
ま

た
組
織
と
し
て
習
得
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

　
元
来
日
本
人
は
、
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
が
高
い
傾
向
が

あ
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
は

「
人
生
は
元
々
楽
あ
れ
ば

苦
あ
り
、
苦
あ
れ
ば
楽
あ

り
」
だ
と
す
る
文
化
的
な

価
値
観
が
あ
る
た
め
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ

ら
三
つ
の
特
徴
は
、
生
ま

れ
持
っ
て
い
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
も
、

後
天
的
に

身
に
付
け

る
も
の
で

す
。

　
人
間
の

高
貴
さ
と
は
、
や
は
り
意

識
的
な
努
力
の
賜
物
な
の

だ
と
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
皆
さ

ま
も
、
総
じ
て
こ
の
高
貴

さ
と
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を

発
揮
さ
れ
て
い
か
れ
ま
す

こ
と
を
願
い
ま
す
。
そ
れ

に
立
ち
会
え
る
こ
と
は
、

我
が
人
生
最
大
の
チ
ャ
ン

ス
で
あ
り
、
喜
び
と
捉
え

て
、
高
い
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

を
養
い
た
い
と
考
え
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
、
令
和
元

年
も
師
走
を
迎
え
ま
し
た
。

一
年
を
振
り
返
る
と
、
弊

社
は
、
人
員
縮
小
に
も
拘

わ
ら
ず
、
限
ら
れ
た
人
員
、

時
間
内
で
、
チ
ー
ム
一
丸

と
な
り
、
縦
と
横
の
連
携

を
密
に
分
業
し
て
、
最
大

限
の
力
を
発
揮
し
て
き
ま

し
た
。

　
そ
し
て
、
必
ず
し
も
恵

ま
れ
た
環
境
が
良
い
わ
け

で
は
な
い
と
痛
感
し
ま
し

た
。
不
都
合
だ
ら
け
の
環

境
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
気

付
き
も
多
く

あ
り
ま
す
。

改
善
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
こ
と

も
明
確
に
な

り
、
問
題
が
起
き
た
時
に

即
断
・
即
決
・
即
改
善
し

て
い
た
社
員
の
姿
を
見
守

り
、
一
人
ひ
と
り
の
や
る

気
と
覚
悟
か
ら
、
使
命
と

責
務
を
感
じ
さ
せ
て
頂
き
、

嬉
し
い
限
り
で
す
。

　
思
い
も
か
け
ぬ
危
機

（
災
害
、事
故
、ト
ラ
ブ
ル
）

が
起
き
た
時
、
人
間
の
反

応
に
は
大
き
く
分
け
て
三

つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま

す
。

　
一
、レ
ジ
リ
エ
ン
ス（
再

起
力
）：
悲
惨
な
出
来
事

何
事
も
お
客
さ
ま

か
ら
ス
タ
ー
ト



鋳造品ではなく

鍛造品を使用！

オイルダンパー
日立オートモティブシステムズ（旧トキコ）社製。
半永久的に使用が可能です。

クレビス（回転支承部）
強度に優れた鍛造品を
使用しています。
鍛造品は、加熱した金属を金型で圧縮、打撃、鍛錬して成形されます。
一般的に疲労度が大きい箇所や靭性が必要とされる部分に使われます。

枠

腕

開口部や空いている壁面を補強するだけで

耐震性がアップ！

トグル制震構法増 幅 機 構 付 き
油圧制震ブレース

ますます好評！ますます好評！

〒３３７―００４３
さいたま市見沼区中川１０６―１
K 048―688―3388
N 048―680―7615
ＵＲＬ=ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｙａｋｕｓｈｉｎ.ｊｐ
Ｅ-ｍａｉｌ=ｙａｋｕｓｈｉｎ-ｎｏ１@ｎｉｆｔｙ.ｃｏｍ

お問い合わせは

躍進までお気軽に！

外装一式工事が本格化！
足場パック ウインターキャンペーン

（2）2019 年（令和元年）12 月 1日（日） 月刊　住宅情報誌　躍進

が
不
要
な
の
で
す
。

　
い
ま
や
自
然
石
調
の
装
飾

仕
上
塗
材
と
し
て
す
っ
か
り

お
な
じ
み
と
な
り
ま
し
た

『
エ
レ
ガ
ン
ス
ト
ー
ン
』（
写

真
右
二
枚
）は
、
自
然
石
の

無
機
系
素
材
が
ベ
ー
ス
で
、

建
物
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
部
分

　
躍
進
の
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合

提
案
「
足
場
パ
ッ
ク
」
は
、

現
在
ウ
イ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
真
っ
最
中
。
特
に
外

装
一
式
工
事
の
受
注
を
数
多

く
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
戸
建
て
に
加

え
て
、
管
理
物
件
ア
パ
ー
ト

の
外
装
一
式
工
事
の
依
頼
が

多
く
な
り
ま
し
た
。

　
戸
建
て
、
ア
パ
ー
ト
に
限

ら
ず
、
外
壁
の
塗
り
替
え
時

を
示
す
兆
候
と
し
て
、
以
下

の
よ
う
な
現
象
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

① 

外
壁
を
手
で
こ
す
る
と
手

に
粉
が
付
い
て
く
る

②
外
壁
の
汚
れ
が
目
立
つ

③
塗
膜
が
剥
が
れ
て
い
る

④ 

外
壁
に
ひ
び
割
れ
が
入
っ

て
い
る

　
も
し
こ
れ
ら
の
症
状
が
一

つ
で
も
あ
て
は
ま
っ
た
ら
、

そ
れ
は
塗
り
替
え
の
時
期
が

き
て
い
る
サ
イ
ン
で
す
（
写

真
左
上
）。

　
躍
進
で
は
、
高
弾
性
の
つ

や
消
し
塗
料
『
ビ
ュ
ー
ク
リ

ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
』（
写
真
左
下

三
枚
）
を
お
薦
め
し
て
お
り

ま
す
。
柔
ら
か
い
の
に
汚
れ

に
く
く
、
塗
膜
表
層
に
ナ
ノ

ビ
ー
ズ
が
配
列
さ
れ
汚
れ
を

ガ
ー
ド
。
さ
ら
に
表
層
は
ラ

ジ
カ
ル
架
橋
に
よ
っ
て
汚
れ

を
跳
ね
返
す
強
靭
な
鎧
と
な

っ
て
お
り
、
ト
ッ
プ
コ
ー
ト

か
ら
、
戸
建
て
住
宅
の
外
壁

に
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
然
の
風
合
い
を
活
か
し
た

意
匠
性
が
、
壁
面
を
多
彩
に

演
出
し
ま
す
。

　
主
な
特
長
は
以
下
の
通
り
。

【
意
匠
性
】

　
豪
華
な
自
然
石
調
の
仕
上

が
り
が
得
ら
れ
ま
す
。

【
耐
久
性
】

　
無
機
系
素
材
の
使
用
に
よ

り
耐
久
性
に
優
れ
ま
す
。

【
超
低
汚
染
仕
様
】

　
超
低
汚
染
型
の
ク
リ
ヤ
ー

ト
ッ
プ
を
施
工
す
る
こ
と
で

耐
汚
染
性
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
本
誌
は
モ
ノ
ク
ロ
印
刷
で

す
の
で
、
色
合
い
を
は
じ
め
、

全
体
的
な
風
合
い
、
さ
ら
に

施
工
手
順
は
、
右
記
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
な
ら
び
に
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
時
期
の
外
装
一
式
工

事
は
躍
進
に
お
ま
か
せ
く
だ

さ
い
。
お
気
軽
に
ご
連
絡
を
。

塗装サンプルを曲げても
（写真左および下）一切
クラックが入らない優
れた弾性を誇る。

http://yakushin.jp/
exterior-painting/

自
然
石
調
の

風
合
い
が
大
人
気
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特定保守製品

天井取付
タイプ

BF-861RX
BF-861RXR 浴室にプラス1室を同時換気。

乾燥中でも他室の同時換気が可能。
2室 同時換気

SDG-1200GB ●電源コード（棒端子接続）タイプ

涼風暖房機：防水仕様

SDG-1200GS ●電源プラグ（コンセント差込）タイプ

涼風暖房機：非防水仕様

浴室用モデル

壁面取付タイプ

脱衣室・トイレ・小部屋用モデル

特定保守製品

も
明
確
に
特
定
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
特
徴

は
、
広
い
面
積
を
同
時
に
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

モ
ニ
タ
ー
上
に
映
し
出
さ
れ

る
温
度
の
相
対
比
較
を
ひ
と

目
で
分
析
で
き
ま
す
。

　
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
、
対

象
物
か
ら
離
れ
て
温
度
測
定

が
で
き
る
た
め
、
動
い
て
い

る
も
の
や
、
近
づ
く
こ
と
が

で
き
な
い
危
険
な
も
の
で
も

簡
単
に
温
度
計
測
・
分
析
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、
右
上
上
段
二
枚

の
写
真
は
、
天
井
の
一
部
と

天
井
と
壁
の
間
が
漏
水
し
て

い
る
写
真
で
す
。

　
誌
面
は
モ
ノ
ク
ロ
で
あ
る

た
め
、
ち
ょ
っ
と
分
か
り
づ

ら
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
上
で
は
、

部
屋
全
体
の
温
度
は
緑
色
で

表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
暖
房
な
ど
で
室

内
が
暖
ま
る
と
赤
色
に
変
化

し
ま
す
。
し
か
し
、
漏
水
箇

所
は
水
色
で
表
示
さ
れ
る
の

で
す
。
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
上

で
は
、
丸
で
囲
っ
た
部
分
に

は
、
水
色
を
通
り
越
し
て
、

濃
い
青
色
が
示
さ
れ
て
お
り
、

こ
こ
が
漏
水
箇
所
で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
右
上
下
段
二
枚
の

写
真
は
、
外
壁
に
放
水
後
、

い
う
ケ
ー
ス
は
、
あ
ち
こ
ち

で
聞
か
れ
ま
す
。
そ
う
し
た

お
悩
み
を
一
気
に
解
決
し
た

の
が
、
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
法

に
よ
る
『
赤
外
線
漏
水
調
査

シ
ス
テ
ム
』
で
す
。

　
赤
外
線
は
、
温
度
を
持
つ

す
べ
て
の
物
体
か
ら
、
そ
の

温
度
に
応
じ
た
波
長
分
布
に

よ
っ
て
、
自
然
に
放
射
さ
れ

ま
す
。
そ
の
波
長
分
布
を
、

色
画
像
と
し
て
示
し
、
様
々

な
状
態
を
分
析
す
る
装
置
が

サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
で
す
。
そ

の
た
め
、
今
ま
で
発
見
で
き

な
か
っ
た
雨
漏
り
の
侵
入
口

表
面
が
乾
い
て
か
ら
、
サ
ー

モ
グ
ラ
フ
ィ
で
計
測
し
た
も

の
で
、
下
屋
の
雨
ど
い
脇
に
、

赤
外
線
画
像
で
は
濃
い
青
色

が
示
さ
れ
、
そ
の
部
分
に
水

が
蓄
積
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
の
で
す
。

　
躍
進
で
は
、
ヒ
ー
ト
シ
ョ

ッ
ク
対
策
用
の
浴
室
換
気
乾

燥
暖
房
機
と
し
て
、「
壁
面
タ

イ
プ
／
浴
室
用
／
防
水
仕
様
」、

「
同
／
脱
衣
室
・
ト
イ
レ
・
小

部
屋
用
」、「
同
／
換
気
扇
内
蔵

タ
イ
プ
」、「
同
／
換
気
扇
連
動

タ
イ
プ
」、「
天
井
取
付
タ
イ

プ
」（
左
下
写
真
）
を
ご
用
意

い
た
し
ま
し
た
。

　
冬
場
の
浴
室
の
脱
衣
所
や

ト
イ
レ
、
廊
下
な
ど
で
寒
さ

に
さ
ら
さ
れ
る
と
、
血
管
の

過
度
の
収
縮
に
よ
り
血
圧
が

急
変
動
し
、
脈
拍
が
早
く
な

り
、
高
齢
者
の
場
合
、
心
疾

患
や
脳
障
害
な
ど
の
事
故
に

つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

最
悪
の
場
合
、
急
性
心
不
全
、

心
筋
梗
塞
、
く
も
膜
下
出
血

な
ど
に
よ
る
突
発
的
な
死
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。

　
六
五
歳
以
上
の
方
は
、
た

と
え
健
康
に
自
信
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
入
浴
時
に
は
注

意
が
必
要
で
す
。
熱
い
お
湯

が
お
好
き
な
方
は
、
脱
衣
所

と
浴
室
の
温
度
差
は
一
〇
度

以
上
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
高
血

圧
・
糖
尿
病
・
動
脈
硬
化
の

あ
る
方
、
肥
満
気
味
の
方
、

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
や
不

整
脈
が
あ
る
方
、
飲
酒
後
に

入
浴
す
る
習
慣
の
あ
る
方
な

ど
は
要
注
意
で
す
。

　
　
　
◇　
　
　
◇

　
言
う
ま
で
も
な
く
、
雨
漏

り
は
家
を
傷
め
、
劣
化
を
促

進
し
ま
す
。
ま
た
、
脱
衣
所

の
寒
さ
が
凶
器
な
る
の
な
ら
、

家
の
基
本
性
能
は
失
わ
れ
て

い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。

　
『
赤
外
線
漏
水
調
査
シ
ス

テ
ム
』
と
浴
室
換
気
乾
燥
暖

房
機
で
、
安
心
し
て
住
ま
う

こ
と
が
で
き
る
家
の
性
能
を

確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ご
依
頼
、
お
問
い
合
わ
せ

は
躍
進
ま
で
お
気
軽
に
。

　
家
は
、
安
心
し
て
住
ま
う

こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
、
何

よ
り
も
基
本
中
の
基
本
と
い

え
ま
す
。
そ
ん
な
安
心
を
確

保
す
る
の
が
、
い
ま
や
躍
進

の
定
番
商
品
と
な
り
ま
し
た

『
赤
外
線
漏
水
調
査
シ
ス
テ

ム
』
と
浴
室
換
気
乾
燥
暖
房

機
な
の
で
す
。

　
専
門
の
調
査
会
社
が
、
調

査
・
補
修
を
く
り
か
え
し
て

い
な
が
ら
も
、
一
向
に
雨
漏

り
被
害
が
改
善
さ
れ
な
い
と

温
度
差
を
色
画
像
で
表

示
し
漏
水
箇
所
を
特
定

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
対
策
に

は
欠
か
せ
な
い
ア
イ
テ
ム
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本　社

東　京
営業所

株式会社
ヤクシンジャパン

関連会社
不動産事業 防水工事：ＦＲＰ、ウレタン、塩ビシート、

　　ゴムシート、アスファルトシーリング、注入、
ピンニング、シングル葺き

木材保存工事：床下点検、シロアリ駆除
　　及び予防、調湿剤、床下換気　等
塗装工事：各種塗装
外部点検：屋根、陸屋根、バルコニー、
　　外壁　等診断

株式会社
関連会社

ファーストアローズ
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K048-688-3388　N048-680-7615
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K03-6804-2541　N03-6804-2542

事 業 内 容

ニ
ュ
ー
ス
・
新
製
品
・
政
策
・
経
営
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ニ
ュ
ー
ス
・
新
製
品
・
政
策
・
経
営
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ニ
ュ
ー
ス
・
新
製
品
・
政
策
・
経
営
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ニ
ュ
ー
ス
・
新
製
品
・
政
策
・
経
営
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
の
財
政
難

な
ど
５
団
体
が
現
状
報
告
国
交
省

2019 年（令和元年）12 月 1日（日） 月刊　住宅情報誌　躍進 （4）
　
国
土
交
通
省
は
十
一
月
一

日
、
第
二
回
マ
ン
シ
ョ
ン
政

策
小
委
員
会
を
開
催
し
、
老

朽
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
適
正

化
お
よ
び
再
生
の
円
滑
化
に

あ
た
っ
て
の
課
題
の
整
理
を

行
い
ま
し
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
業
協
会
等
の
事
業
者
五

団
体
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

組
合
の
財
政
難
や
管
理
員
の

人
出
不
足
な
ど
の
現
状
を
報

告
し
ま
し
た
。

　
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
業
協
会

は
、
修
繕
積
立
金
の
不
足
に

よ
る
財
政
難
や
、
六
五
歳
定

年
制
の
普
及
等
に
よ
る
管
理

員
を
中
心
と
す
る
人
手
不
足

と
い
う
現
状
を
報
告
し
、
管

理
組
合
財
政
の
健
全
化
や
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
が
市
場
価
値

へ
正
し
く
反
映
さ
れ
る
仕
組

み
づ
く
り
の
必
要
を
指
摘
し

ま
し
た
。

　
マ
ン
シ
ョ
ン
計
画
修
繕
施

工
協
会
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
修

繕
・
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
業
務
の
適
正
化
へ
の
取
り

組
み
が
必
要
で
あ
る
と
強
調
。

具
体
的
に
は
、
老
朽
マ
ン
シ

ョ
ン
の
大
規
模
修
繕
に
あ
た

っ
て
の
設
計
コ
ン
サ
ル
業
務

が
、
原
則
建
築
士
法
で
は
対

象
外
で
業
務
標
準
が
明
確
で

な
く
、
公
取
対
象
外
で
あ
る

な
ど
の
問
題
を
指
摘
し
ま
し

た
。
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

に
つ
い
て
は
、
専
門
知
識
の

不
足
等
に
よ
り
改
修
手
法
が

わ
か
ら
な
い
と
い
う
現
状
が

あ
る
た
め
、
信
頼
で
き
る
公

的
情
報
の
さ
ら
な
る
情
報
発

信
が
必
要
と
し
ま
し
た
。

　
不
動
産
協
会
は
、
老
朽
マ

ン
シ
ョ
ン
で
耐
震
性
が
あ
る

3人に1人が自宅の「収納スペース」に不満	 リクルート住まいカンパニー調べ

　リクルート住まいカンパニー（東京都港区）が運営する不動産・住宅情報サイト
「ＳＵＵＭＯ（スーモ）」は11月6日、現在の住まいが持ち家マンションまたは一戸
建ての20歳から69歳の男女2400人に実施した「自宅の満足度に関して」の調査
結果を発表しました。それによると、29.3％が自宅の「収納スペース」に不満を感
じていることがわかりました。結婚・出産などによる家族構成の変化を考慮しきれ
ないまま、自宅を建築、購入している人が多いためとしています。
　「自宅に取り入れておけば良かった間取り」についても、1位ウォークインクロー
ゼット（13.9％）、3位納戸スペース（10.3％）、4位シューズインクローゼット

（8.1％）など、収納関連が多くランクインしています。同社は、購入時に家族構成
がはっきりしない場合でも収納スペースを確保し、フレキシブルに使えるように
しておいた方がいいとアドバイスしています。
　自宅満足度（100点満点）については、80点台が25％と最も多く、次に70点台
が続きました。また、住居の形態別では、マンションに住んでいる人の方が満足度
が高いようです。全体的に自宅に満足している人が多いことがわかる結果となり
ました。
　調査対象者は、住まい（持ち家）が北海道、宮城県、東京都、富山県、石川県、福井
県、愛知県、大阪府、広島県、福岡県、熊本県、鹿児島県にある20歳から69歳の男
女。各200人／都道府県。

家事の分担比率「夫10％：妻90％」が最多	 マクロミル調べ

　マクロミル（東京都港区）は、「共働き夫婦の家事分担調査」を実施し、その結果
を発表しました。夫・妻ともにフルタイムで働く夫婦に家事分担の理想の比率を尋
ねると、夫婦平等の「夫50％：妻50％」が43％で最多。一方で、現実の比率として
は「夫50％：妻50％」は13％に留まりました。最も多い分担比率は「夫10％：妻
90％」で、理想と現実の間に大きなギャップが生じていることがわかりました。男
性の家事分担比率は昨年に比べて全体的に減少していることから、家事分担は男
女平等という理想が進む中、現実は後退しているとしています。
　夫婦で同居する人のうち共働きであると回答した人は20代で52％、30代で
53％、40代で63％。昨年の同調査と比較し、共働き夫婦は全年代で増加しまし
た。夫婦ともにフルタイムで勤務している人は20代が32％、30代が25％、 40代
が24％で、特に20代は昨年からの伸びが目立ちました。
　調査対象は、夫婦ともにフルタイムで働く20代から40代の既婚男女1000人。
調査期間は10月10日から11日。就業状況の把握調査は、20代から40代の男女
2万人を対象に行いました。調査期間は10月7日から8日。

所有不動産は「生前に売りたい」が3割	 リビン・テクノロジーズ調べ

　不動産関連の比較査定サイト「リビンマッチ」を運営するリビン・テクノロジーズ
（東京都中央区）は、50歳以上の不動産を所有する人を対象に「不動産の終活」に
ついて調査し、その結果を発表しました。所有不動産に対する終活について、6割
以上が「まだ考えていない」（40.0％）や「検討中」（22.9％）と答える中、33.7％が

「売却する」と回答。アンケート回答者の1／3が、所有不動産は他界する前に処分
したいと考えていることがわかりました。「法定相続する」（8.6％）、「生前贈与す
る」（4.6％）、「遺言書を書いた」（1.7％）、「共有名義を解消する」（0.6％）という
回答もありました。
　所有する不動産の種類としては、「自宅（戸建て）」（65.7％）が最も多く、「農地」

（7.4％）、「区分マンション」（5.7％）、「山林」（5.1％）、「駐車場」（4.6％）、「1棟ア
パート」（4.0％）と続きました。
　「人生の終わりのための活動」を意味する終活という言葉の認知度は83.4％に
のぼりました。終活についてどう思うかという質問には、71.4％が「いずれしなけ
ればならないと思っている」と答えました。「するつもりはない」が11.4％、「すで
にしている」が10.3％でした。
　遺言書を残さなかったら、自分の死後に家族が相続争いをすると思うか尋ねる
と、86.9％が「しないと思う」と回答。相続争いをしないと思う理由としては、「そ
こまでの資産がない」（50.7％）が最も多かったようです。次いで、「争う人がいな
い」（35.5％）、「家族の仲が良いので、うちに限ってない」（15.1％）、「遺言書は書
いてないが、遺志は伝えてある」（10.5％）となりました。
　調査期間は9月25日から10月15日。「リビンマッチ」を利用した、不動産を所
有する50歳以上の男女175人を対象に、インターネット調査を実施しました。

場
合
で
も
階
高
が
低
い
な
ど

の
安
全
性
に
問
題
が
あ
り
質

的
に
も
陳
腐
化
し
て
い
る
こ

と
が
多
い
と
い
う
実
情
を
紹

介
。
リ
フ
ォ
ー
ム
で
は
改
善

で
き
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
は
、
円
滑
に
建
て
替
え

ま
た
は
敷
地
売
却
す
る
制
度

が
必
要
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。

　
現
行
制
度
で
は
団
地
の
一

括
建
て
替
え
決
議
を
す
る
場

合
、
団
地
全
体
で
五
分
の
四

の
賛
成
に
加
え
、
棟
別
に
各

棟
三
分
の
二
の
賛
成
と
い
う

要
件
も
充
た
す
必
要
が
あ
り
、

建
て
替
え
が
難
し
い
現
状
が

あ
り
ま
す
。
団
地
の
再
生
に

は
住
み
続
け
る
棟
と
建
て
替

え
る
棟
を
分
割
す
る
な
ど
、

柔
軟
な
施
策
が
必
要
と
し
ま

し
た
。

　
事
務
局
は
、
地
方
公
共
団

体
が
管
理
組
合
に
対
し
マ
ン

シ
ョ
ン
維
持
管
理
す
る
た
め

の
対
策
や
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

の
適
正
化
の
仕
組
み
、
「
適

正
な
管
理
」
の
基
準
、
一
部

の
棟
を
残
し
て
他
棟
の
建
て

替
え
棟
を
行
う
敷
地
分
割
の

要
件
や
留
意
点
を
あ
げ
る
必

要
が
あ
る
こ
と
を
、
検
討
事

項
と
し
て
挙
げ
ま
し
た
。


